


 
 
 

全国の老人福祉施設関係者のみなさん 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●　会場

●　日時

●　参加費

●　主催

●　申込方法

全体会・分科会・交流会　山形県天童市　天童温泉　天童ホテル

２１世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会 （略称＝21・老福連）
 　  FAX　075-494-1135  Ｅ－mail　roufuku＠siren.ocn.ne.jp

●　お問い合わせ先　●　＜ 現地実行委員会事務局  ＞
     特別養護老人ホームとかみ共生苑　（担当：高梨）
     TEL　023-646-5050 FAX 023-646-5051   Ｅ－mail tokami@themis.ocn.ne.jp

●　参加の呼びかけ

2日間8,000円　 1日間5,000円　　（ オプション企画込3日間 10,000円 ）

　※　11／12宿泊：天童ホテル　一泊二食・懇親会参加費込み　17,000円

　※　11／13宿泊：天童ホテル　一泊二食 込み　14,500円

　　 和室・相部屋のため部屋割りについては実行委員会に一任願います

私たち「２１世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会」（略称：２１・老福連）は、老人福祉の新しい施設連絡

会組織として、２００２年６月に発足いたしました。  

発足にあたって、 

① 介護保険の混乱と矛盾から高齢者を守る立場で、公的福祉の確立をめざすとともに、真の高齢者福祉、

介護保障のあり方について実践も含めた意見交換を活発に行う 

② 高齢者主体の援助実践、ケアの質、暮らしの内容を豊かにするため、「職員研究交流集会」を開催する  

③ 老人福祉の向上をめざす活動、社会保障を守る活動などを諸団体と共同、連携し、積極的に進める 

 これらを目的に掲げ、毎年「実践・交流・連携」を重ねてきました。 

 

そして 第１１回職員研究交流集会を、仙台で開催する予定で準備を進めておりました。 

３月１１日、未曾有の大地震と大津波が東日本を襲いました。亡くなられた方や行方不明の方は２万４,０００

人、避難生活をされている方々は１１万人を超えています。加えて原発事故も深刻です。早急に、被害に遭われ

た方々への支援が必要でした。２１・老福連の加盟施設では、すぐさま支援物資を被災地に届ける活動に取り組

み、宮城・福島・山形の被災施設に、新潟・金沢を中継点にし支援物資を送り、被災者を励ましました。又福祉避

難所への人的支援も行いました。 

 

国民が震災に目と心を奪われている中、国会では社会保障・介護保険法改定の議論が始まっています。震災

は、最も困っている人の生命と生活を保障するのが、国や自治体の役割であることをあらためて教えてくれまし

た。財源論を先行させるのではなく、住民が立ち行く復興のあり方、福祉の行方をこそ追及すべきです。 

第１１回職員研究交流集会実行委員会は、震災の諸事情から、開催地を仙台から山形に移し、「命の尊厳、人

間としての幸せを今こそ 東日本震災を乗り越えて ～持ちよろう援助実践 たしかめよう自信と誇り とり戻そう

公的福祉を～」をテーマに開催します。全国各地の豊かな援助実践を山形に持ちより、大いに学び交流を深めま

しょう。 職員、関係者のみなさまの積極的な参加をお待ちしています。 

２０１１年  １１月１２日（土）    １４：３０ ～ １８：００　（交流会　１９：００～）

　　　　　　　　　　　  １３日（日） 　　　９：００ ～ １６：１５

    オプション企画  １３日（日）     1７：３０ ～ １４日（月）　１２：００

別紙、山新観光からのご案内文書をご確認の上、「参加申込用紙」に必要事項を
ご記入いただき、ＦＡＸにて山新観光にお申込ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★　参加申込締切　９月５日（月）　★

申込受付後、10月下旬より山新観光より、参加確認書（参加券・宿泊利用券など）と
請求書・振込依頼書をお送りいたします。
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＜　全体会　＞

＜　交流会　＞

２日目 １１月１３日（日） ＜　分科会・全体会　＞

＜　オプショナル企画　＞

３日目 １１月１４日（月） ＜　オプショナル企画　＞

　９：３０～１１：４０

　１５：２０～１７：００
●記念講演　「 命の尊厳 ― 平穏死を考える 」
　　講師 　　石飛 幸三　氏 （　特別養護老人ホーム芦花ホーム　常勤医　）

　９：００～１６：００ ２０分科会（予定）で繰り広げられるアツい議論！（ 詳細は６ページよりご確認ください ）

　８：３０～ 受付開始

　１９：００～２１：００

●今年も交流会でキズナを深めましょう　（ 詳細は１２ページよりご確認ください ）
いまや定番となった「全国津々浦々から地酒を持ち寄る手づくりの交流会」を今年も元気に開催しま
す。なお、今回みなさんから送っていただく地酒は“ちょっとずつ多種類”を合言葉？に、4合サイズの
720ml瓶を2～3本で募集したいと思います♪　もちろん当日の出し物？やお家芸？も募集しています！

　１４：３５～１５：２０ ２１・老福連からの基調報告

　１８：１５～１８：２０ 事務連絡・1日目終了

　１４：００～ 受付開始

１日目 １１月１２日（土）

２日目 ② １１月１３日（日）

　１４：３０～１４：３５ 開会の挨拶

　１６：００～１６：１５ 閉会挨拶　・　次回開催地挨拶

　１７：１５～１８：１５
●特別報告　　「 災害時に社会福祉法人が果たす役割
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～東日本大震災の報告～　」
　　講師 　小野　ともみ　氏　(　高齢者福祉施設　宮城野の里　施設長　)

天童ホテルにて解散 仙台駅にて解散

　１７：３０～１９：００
●オプションＡ＆Ｂ　合同企画　　夕食懇親企画！  　              げんば

                                     ～　夕食懇親プログラム　～　「　秘密のシセツＳＨＯＷ　」

　◆　参加対象　⇒
Ａ コース　参加者
※  現場職員向け企画

Ｂ コース　参加者　（ 先着２５名 ）
※  管理者向け企画

●オプションＡ　企画
「 激論！今さらだけどコレって何！？ 」

●オプションＢ　企画
   被災地へ

　１２：００～

●　プログラム

●　テーマ

●　目的

命の尊厳　人間としての幸せを今こそ　＝東日本大震災を乗り越えて＝
　持ちよろう援助実践　たしかめよう自信と誇り　とり戻そう公的福祉を

震災で奪われたかけがえのない命、そしてあたたかな生活…。
大震災があったからこそ、命や生活の重みを受け止め、大事にしていきたい。

私たちは、高齢になっても、人間としての尊厳ある生き方を貫くための制度を望んでいます。
来年は介護保険法が改定されます。思いとこだわりをもってとりくんでいる福祉の援助実践
を交流し、薄れがちな公的福祉のあり方を問いなおしたいと考えます。
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●　基調報告

●　特別報告

●　記念講演

●　全体会

「 地域包括ケアシステムと介護保険法改定 」   講師 ： 廣末 利弥  

  （ ２１･老福連 代表幹事  社会福祉法人七野会 理事長 ）   

 

現在、「地域包括ケアシステムの構築」を柱にして、来年度の介護保険制度改定に向けた議論が

行われています。高齢者福祉のあるべき姿と照らし合わせてこの議論を整理し、２１・老福連

の役割と将来展望について提起します。 

「 命の尊厳 ― 平穏死を考える 」       講師 ： 石飛 幸三 氏  

（ 東京都世田谷区立 特別養護老人ホーム「芦花ホーム」 常勤医師 ） 

 

講師プロフィール ： 昭和１０年１１月２日生まれ。昭和３６年 慶応義塾大学医学部卒業 

               昭和４５年 ドイツ、フェルディナント・ザウア―ブルッフ記念病院で 

血管外科医として約２年間勤務 

           昭和４７年より東京都済世会中央病院勤務。平成５年 同病院副院長 

                平成１７年１２月より芦花ホームに勤務 

＜著書＞「平穏死」のすすめ ― 口から食べられなくなったらどうしますか（講談社） 

 

医療技術の進歩に伴い、老衰に伴う病態も延命治療が行われています。国民の８０％が胃瘻を

望まないとしていますが、老衰の８０％に胃瘻が造られているのが現実です。高齢者の楽しみ

は美味しい物を食べることです。老衰の最期は水や栄養を吸収することができなくなります。

老衰は食べられなくなるから死ぬのではなく、枯れて行くのが大往生＝「平穏死」なのです。

命の尊厳―平穏死とは何か「老衰末期における医療過信を問う」を柱に講演致します。 

「 災害時に社会福祉法人が果たす役割 ～ 東日本大震災の報告 ～ 」  

講師  小野 ともみ 氏 ( 高齢者福祉施設 宮城野の里 施設長 ) 

 

高齢者福祉施設「宮城野の里」は、仙台市東部での津波被害地域に最も近い場所に位置する施

設です。震災翌日より地域包括支援センターを先頭に被災地に入り、地域の要望を聞き取りな

がら、被災者のニーズを把握する作業をはじめました。救援活動に奔走する中、家屋流出など

の被災を受けた高齢者や認知症を抱えた高齢者が、居場所すらないまま一般の避難所で身を寄

せているという現実問題に直面。直ちに受入先を確保する必要性を痛感し、施設に｢福祉避難所｣

を開設することにしました。 

わが国の地震は活動期に入り、いつどこで大きな地震が起きても不思議ではないといわれてい

ます。あの日施設が置かれた状況をご報告いただくとともに、私たちが災害時にどういった役

割を果たすことができるのか、被災地の発信からともに学びあう時間にしたいと思います。 
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●　オプション企画

★ 現場職員向け企画 ⇒ 「 激論！今さらだけどコレって何！？ 」 

 

サービスという言葉で表現される今の福祉業界。本当に福祉の仕事が「サービス業」で良いので

しょうか…？いま一度“福祉の仕事とは何か”をみんなで考えてみませんか。 

正直、現場で働いている職員にとっては、“福祉の仕事”と感じる機会は少ないのかもしれません。

それは制度がそうしているのか。それとも自分達の仕事に対する意識がそうさせているのか…。

いずれにしても、少なからず想いを持ってみなさんはこの仕事に就いたのではないでしょうか？

今はどうですか？「志高く仕事をしています！」と自信を持って言えるでしょうか？ 

日々の実践の中で「良く聞くけど…。よく言われるけど…。今さら聞けないし、なんとなくは分

かっているけど、実際どういう意味なのかはっきりと分からない…」と感じている事柄はないで

すか？「豊かな暮し」？「尊重」？「受容」？など、答えのないこの業界の“曖昧な表現”につ

いて、グループに分かれていろいろな意見を出し合ってもらおうと思います。そして、出された

意見や想いをもとに、「私はこう思います！」と胸を張ってプレゼンテーションしてもらい、お互

いに整理をする作業に挑みます。最終的には、会場で“一つの答え”を強引に導き出し、自分た

ちなりの「定義付け」をおこなってしまおうという企画です。意見が少数派であっても、他の皆

さんの納得があった場合には、それが「定義」となります。 

実践の中で曖昧にされていることや疑問に感じることを、この企画を通して、スッキリ！「定義

付け」してみませんか？ 

●　オプション企画Ａ

●　オプション企画Ｂ

★ 管理者向け企画 ⇒ 被災地へ 

仙台市宮城野区まで実際に足を運び、当時この地域がどのような状況に置かれていたか、また、

未だなお解消されていない現地での課題などをご説明いただきます。 

※なお、本企画は先着順・定員２５名とさせていただきます。あらかじめご了承ください。 

オプションＡ＆Ｂの合同企画では、全員が参加する“夕食懇親プログラム”を実施します！ 

あなたの施設の自慢・ローカルルールを声高らかに、全国の皆さんの前で発表してみませんか？

「私の働いている施設は○○がスゴい！」、「私の働いている職場には○○がある」、「うちの施設

では○○手当てがある」などの施設自慢。そして、「夜勤者は必ず○○をする」「一年目の職員は、

○○させられる」「○○は禁止！」などのローカルルール。もちろん、「こんな名物職員がいる」

など、どんなネタ・情報でも結構です。 

この日に限っては存分に施設を自慢し合い、そして、お互いに共感・感嘆・驚愕して、あらため

て自分の施設のセールス・ポイントを再発見する時間をみんなでたのしみましょう❤  

●　オプション合同企画

今回は集会本編の企画は２日間で終えることになりますが、３日目（２日目夕刻以降～）は、
【 オプション企画Ａ 】（現場職員向け企画）と【 オプション企画Ｂ 】（管理者向け企画）の２つ
をご用意しています。
最終ページの申込書に記入する際は、【Ａ】【Ｂ】どちらに参加を希望するか必ずご明記くださ
い。なお、【 オプション企画Ｂ 】（管理者向け企画）につきましては、先着申込で定員２５名と
させていただきます。あらかじめご了承ください。
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・
在

宅
の

医
療

や
健

康
管

理
を

考
え

る

医
療
・

健
康

管
理

を
は

じ
め
と

す
る

医
療

専
門

職
と

し
て

の
実
践

を
持

ち
寄

り
学

び
合

い
ま

し
ょ
う

・
施
設

・
在

宅
に

お
け

る
医

療
の
在

り
方

と
医

療
機

関
連

携
・

医
療

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
と

課
題

・
皮
膚

ケ
ア

の
充

実
　

褥
瘡

予
防

・
感
染

症
予

防
対

策
・

看
取

り
ケ

ア
の

専
門

職
と

し
て
の

実
践

Ｃ
医

療
・
健

康
管

理
を

考
え

る
(医

療
職

を
中

心
と

し
て

)

北
海

道
　

北
海

道
　

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

か
り

ぷ
所

長
　

見
上

　
眞

由
美

北
海

道
　

フ
ル

ー
ツ

・シ
ャ

ト
ー

よ
い

ち
医

務
課

長
　

藤
林

　
洋

子

D
-
1

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
の

と
り

く
み

を
中

心
に

大
阪

　
い

の
こ

の
里

副
施

設
長

　
吉

川
　

幸
志

東
京

　
く
に

た
ち

苑
施

設
長

　
林

　
瑞

哉

D
-
2

通
所

の
と

り
く
み

を
中

心
に

東
京

　
白

十
字

八
国

苑
施

設
長

　
吉

田
　

　
裕

東
京

　
上

井
草

ふ
れ

あ
い

の
家

所
長

　
藤

山
　

邦
子

ホ
ー
ム

の
中

で
の

生
活

の
工

夫
や
、

認
知

症
個

別
ケ

ア
へ

の
取

り
組
み

実
践

を
持

ち
寄

り
ま

し
ょ
う

。
入

居
か

ら
看

取
り

に
わ

た
る

そ
の
人

の
人

生
を

支
え

た
実

践
や

、
最
期

ま
で

食
べ

る
大

切
さ

を
追
求

し
た

実
践

事
例
を

も
ち

よ
り

学
び

合
い

ま
し
ょ

う
。

・
認
知

症
高

齢
者

が
安

心
し

て
生
活

で
き

る
為

の
創

意
工

夫
の

実
践

・
認
知

症
高

齢
者

の
尊

厳
を

大
切
に

し
た

ケ
ア

の
取

り
組

み
・

高
齢

者
の

「
そ

の
人

ら
し

い
暮
ら

し
」

を
支

え
る

取
り

組
み

・
生
活

の
延

長
に

あ
る

看
取

り
ケ
ア

の
実

践
・

最
期

ま
で

食
べ

る
事

を
大

切
に
し

た
取

り
組

み
実

践

Ｄ
在

宅
生

活
を

支
え

る
施

設
の

役
割

を
考

え
る

在
宅
生

活
を

支
え

る
デ

イ
サ

ー
ビ
ス

や
シ

ヨ
ー

ト
ス

テ
イ

の
あ

り
方
や

役
割

、
課

題
に

つ
い

て
議
論

し
検

討
し

ま
す
。

・
シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
な

ら
で

は
の
課

題
、

難
し

さ
、

工
夫

し
た

取
り
組

み
・

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

ィ
の

受
け

入
れ
・

医
療

依
存

度
の

高
い

利
用

者
の
受

け
入

れ
に

つ
い

て
・

認
知

症
高

齢
者

の
シ

ョ
ー

ト
ス
テ

イ
・

緊
急

シ
ョ

ー
ト

、
虐

待
保

護
、
多

問
題

家
族

の
対

応
支

援
・

シ
ョ

ー
ト

中
の

洗
濯

、
荷

物
点
検

、
服

薬
の

管
理

に
つ

い
て

・
初
回

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
リ

ス
ク
の

把
握

・
在
宅

で
の

医
療

処
置

の
継

続
が
必

要
な

利
用

者
へ

の
対

応
・

ホ
ー

ム
の

社
会

的
な

役
割

　
、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
と

の
連

携
し
た

取
り

組
み

や
課

題
・

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
役

割
、

認
症
高

齢
者

、
虐

待
保

護
、

他
問

題
家
族

の
対

応
支

援

Ａ
施

設
で

そ
の

人
ら

し
い

暮
ら

し
を

支
え

る
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昨年の第１０回職員研究交流集会は東京で開催され、約４８８名もの参加者が大いに学び、交流を深めました。２日目に行われた分科会では、

各現場のテーマにあわせて２３の分散会が開かれ、全国から１３８本もの実践報告が寄せられました。 

日々一生懸命、高齢者に寄り添いながら、ゆたかな援助実践を積まれている全国の皆さん、日ごろの地道な実践を東京に持ち寄り、ともに学び、

ともに育ちあいませんか？ぜひ、分科会一覧表（Ｐ６～８)をご参照のうえ、発表をご検討ください。 

発表いただける方は、「演題募集エントリー」用紙（Ｐ１０）に必要事項をご記入の上、８月３１日（水）までに老福連事務局へFAXをお送りください。 

 

 

 

当日配布の資料集に掲載する原稿を下記のとおりご提出いただくようお願い申し上げます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●　分科会演題募集！

●　原稿提出先

●　原稿提出締切

●　発表原稿様式

●　発表時間

●　お知らせ

○　１演題につき１０分～２０分程度　（各分科会の演題数によって異なるためあくまで目安）

○　９月１５日（木）　必着

○　例年、分科会での演題発表には、パワーポイントの使用を希望に応じて受付ておりましたが、今年は現地
　　 実行委員会での体制・準備等が整わない関係上、パワーポイントの使用（パソコン等機材の当日持込含
　　 む）については、まことに勝手ながらお断りをさせていただきます。事情を鑑みて、どうかご了承ください。

【原稿作成時】
○　ソフトはWORDを使用（２００７以降のソフトで作成した場合は「２００３形式で保存」を選択すること）
○　用紙サイズＡ４／余白：上下・左右とも２０ミリ／横書き／１行４５字・１枚４５行／（概ね２～４枚程度）
○　本文の文字 ： ＭＳ明朝／フォントサイズは１０．５
○　原稿本文にはタイトルを明記：下記例示のようにオートシェイプをつかって　　　　　で囲む。＜タイトルの文字＞は
　　 ＭＳゴシック／フォントサイズは、タイトル１２、サブタイトルを付す場合はフォントサイズ９、その他は１０．５

         ＜タイトル＞　例　　　　　タイトル〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇　（　フォントサイズ12　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－サブタイトル〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇－　（　フォントサイズ９　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都道府県名　所属の施設種別名　　　　　　　施設名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職名　　　　　　　氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　都道府県名以下　フォントサイズ10.5　）
　

○　章立てをする場合には、章に１，２，３の数字、節に１），２），３）のように片）の数字、項に①②③の囲いのある数字
　　 を用い、本文との違いを明確にするため、文字はＭＳゴシックとする
○　WORDファイル名：【〔分科会No〕〔県名〕_〔施設名〕_〔氏名〕】　　（例）Ａ-2　山形_ずんだホーム_天童花子
【原稿送信時】
○　下記「原稿提出先」の宛先を参照し、ＥメールにWORDファイルを添付して送信してください。その際、件名には
　　 WORDファイル名同様、【〔分科会No〕〔県名〕_〔施設名〕_〔氏名〕】を明記してください
○　発表原稿に写真等を添付する場合、容量が大きいデータは別途記憶媒体に保存の上、郵送で送付ください
【その他】
○　発表方法は資料集に掲載されたレジュメ等に基づいてお願いします
○　発表にあたって、利用者等の個人情報の取り扱いについては、事業所の個人情報保護規定に従い、適正な対応を
　　 お願いいたします
○　研究交流集会に参加できない方々とも実践交流を図る主旨で、研究・実践報告（発表）された内容を情報交流誌
　　「ぽとぽら」の特集記事として取り上げることもございますのでご承知おきください

●　研究・実践報告の原稿提出について

○　ＥメールにてWORDファイルを添付の上、９月１５日（木）までに下記へお送りください

  　　　                              メールアドレス　11bunkakai@gmail.com　白十字ホーム　（ 担当：柿沼 ）
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施設名  施設住所

 

 〒 

ＴＥＬ  

施設種別  

ＦＡＸ  

発表者名  職種  

第 （   －    ） 

 

希望分科会 

（ 分散会番号も忘れず ） 

演題  

発表内容 

（ 簡潔に ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●　分科会　演題発表のエントリー用紙

●　提出期限

●　発表エントリー

○　８月３１日（水）　必着

●　問い合わせ先

○　現地実行委員会事務局    特別養護老人ホームとかみ共生苑　（　担当：高梨　）
   　　　　  TEL　023-646-5050 　FAX 　023-646-5051　 Ｅ－mail tokami@themis.ocn.ne.jp

●　提出先

○　ＦＡＸにて本用紙を老福連事務局までお送りください （ 表紙不要 ）
　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ番号　０７５ー４９４ー１１３５

○　共同研究（発表）をおこなう場合は、代表者のみ一名を下記＜発表者名＞に記入の上、＜発表内容＞に
　　 共同研究と明記してください。共同研究者の氏名記載は、発表原稿本文へお願いいたします。なお、集会
     当日に共同研究者とともに参加・発表する際は、参加申込用紙の備考欄にその旨記載してください。
○　希望分科会を記載する際は、分散会番号も忘れずにご記入ください。（例：Ａ-２・Ａ-４やＧ-１・Ｇ-３など）
○　エントリー受付後、分科会によって演題数の大幅な差異が生じた場合は、実行委員会で演題数の調整をおこ
　　 ないます。希望する分科会から別の分科会へ移っていただくこともございますのであらかじめご了承ください。
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●　アクセス

●　交通のご案内

 

●　最寄り駅より

天童温泉　　天童ホテル

● 住所　〒994-0025　山形県天童市鎌田本町2-1-3
　　　　　  ＴＥＬ　023-654-5511(代表)

● 車を利用する場合
　東京　→(東北自動車道／約5時間)

● ＪＲご利用の場合
　秋田→天童　奥羽本線快速・山形新幹線　2時間40分
　仙台→天童　仙山線・奥羽本線急行　1時間20分
　　                仙山線（山寺駅下車タクシー15分⇒50分）
　東京→天童　山形新幹線　2時間45分
　新潟→天童　羽越本線・米坂線・奥羽本線　3時間40分

● 飛行機の場合(山形空港より車で10分)
　名古屋〜山形　65分
　羽田〜山形　60分
　大阪〜山形　75分
　札幌〜山形　70分

○　天童駅から天童ホテルへは徒歩で１０分の距離です。
○　集会当日は天童ホテル入り口近くにて受付をおこなっております。
     受付で資料をお受け取りいただき、手続きを済ませたあと、
     各会場へのご案内をさせていただきます。

10



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 交流会に関するお問い合わせは・・・ 

交流会担当 本柳（おおつきホーム）まで 

  〒962-3939  福島県郡山市大槻町字西勝ノ木 5-1 

        特養おおつき内 

         TEL  024-962-3939 

みんなのヒーローあつまれ～！！！！ 
ヒーローは東北を救う…はず？！ 今年もぜひ皆さんの施設のヒーロー

をご披露ください！ 東北からも、あのヒーローが登場するかも？？ 

あの時この時、その一瞬にかけて・・・！！ 

※ ちなみに右の写真は、福島県（白河市）のご当地ヒーロー‘ダルライザー’です。 

全国津々浦々の地酒・銘菓・珍味・・・ 
なんでもウェルカム！！ 

 

今年の地酒はちょっとずつ多種類を味わいましょ～！ 

ということで、今回は４合サイズの 720ml 瓶を 2～3 本…といった小分け

での募集をしたいと思います♪  
※ 決して強制ではありませんので、各施設の状況にお任せします。 

そして！ 今回であなたも美食家となれるかも？？？ お腹を超満たす、

小腹を満たす銘菓・珍味も贈答品並みに（笑）待っておりま～す。 

心の叫びをとどろかせよう！！
歌は全国の人々の心と心をつなげます！！ 

気持ちを一つにして、ぜひ心ふるわせる歌声を参加者全員で 
共感し合いましょう。 

☆ 地酒、名産品の送付先  

〒９９０-２３４２  

山形市富神前６ 

特別養護老人ホーム 

とかみ共生苑 

 （ 担当：高梨 ） 

TEL ０２３-６４６-５０５０ 

 

☆ 当日持参の場合 

天童ホテルの集会受付へ 
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『
開
催
地
実
行
委
員
会 

 
 

 

か
ら
の
ご
挨
拶
』 

  

２１
・
老
福
連
の
会
員
施
設
な
ら
び
に
全
国
の
皆
様
か
ら
の

東
日
本
大
震
災
へ
の
ご
支
援
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
大
震
災
・
大
津
波
、
そ
し
て
原
発
事
故
の
三
大
災
害
に

打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
時
、
い
ち
早
く
届
い
た
２１
・
老
福
連

か
ら
の
物
的
支
援
に
、
ど
ん
な
に
励
ま
さ
れ
た
こ
と
か
。
ま

た
宮
城
野
の
里
で
開
い
た
、
家
が
流
さ
れ
た
り
浸
水
し
居
住

で
き
な
く
な
っ
た
高
齢
者
の
皆
様
の
「
福
祉
避
難
所
」
も
、

皆
様
の
人
的
支
援
が
な
け
れ
ば
続
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
ず
は
、
言
葉
で
は
言
い
つ
く
せ
ぬ
感
謝
の
気
持

ち
を
お
伝
え
し
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

実
は
正
直
な
と
こ
ろ
を
お
話
す
れ
ば
、
３
月
１１
日
か
ら
の

数
日
は
、
第
１１
回
職
員
研
究
交
流
集
会
は
中
止
す
る
し
か
な

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
続
々
と
届
い
た
会 

員
施
設
か
ら
の
物
的
・
人 

的
支
援
に
応
え
る
た
め
に 

も
、
こ
の
間
の
報
告
を
し 

な
け
れ
ば
ね
ら
な
い
と
考 

え
ま
し
た
。 

            

ま
た
、
こ
の
大
災
害
を
教
訓
に 

災
害
時
の
高
齢
者
福
祉
施
設
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
災
害
時

だ
か
ら
こ
そ
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は

大
き
く
、
こ
れ
を
ま
と
め
是
非
全
国
の
皆
様
と
話
し
合
い
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。「
生
命
の
尊
厳
、
人
間
と

し
て
の
幸
せ
を
今
こ
そ
」
―
こ
の
実
現
の
た
め
に
、
少
し
で

も
前
に
す
す
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
被
災

地
の
施
設
の
役
割
だ
ろ
う
と
思
い
至
り
ま
し
た
。
た
だ
仙
台

は
、
い
ま
だ
第
１１
回
職
員
研
究
交
流
集
会
の
全
体
会
場
に
予

定
し
た
「
萩
ホ
ー
ル
」
等
は
、
無
期
限
の
貸
し
出
し
不
能
に

な
っ
て
い
た
り
で
、
現
時
点
で 

仙
台
で
の
準
備
が
で
き
か
ね
る 

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
と
か 

み
共
生
苑
か
ら
、
山
形
で
の
開 

催
を
と
の
話
を
い
た
だ
き
、
急 

遽
仙
台
開
催
で
は
な
く
山
形
開 

催
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

      
 

 

 

介
護
保
険
法
改
正
案
が
国
会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。 

 

高
齢
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
介
護
保
険
と
な
る
の
か
、 

 

介
護
を
仕
事
と
し
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
報
わ
れ
る 

 

法
改
正
に
な
る
の
か
、
見
つ
め
続
け
、
言
う
べ
き
こ
と 

 

は
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
震
災
か
ら
３
ヶ
月
経
過 

 

し
た
被
災
地
は
、
よ
う
や
く
復
興
の
緒
に
つ
い
た
と
こ 

 

ろ
で
す
。
身
内
を
亡
く
さ
れ
、
家
を
失
い
、
あ
る
い
は 

 

仕
事
を
失
っ
た
数
万
人
の
生
命
や
生
活
の
重
み
を
し
っ 

 

か
り
受
け
止
め
、
今
後
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
、
私 

た
ち
福
祉
に
携
わ
る
者
の
使
命
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

第
１１
回
職
員
研
究
交
流
集
会
は
、
そ
の
思
い
を
共
有
し 

 

語
り
合
う
場
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 
 

全
国
の
皆
様
の
参
加
を
、
心
か
ら
お
待
ち
申
し
あ
げ 

 

ま
す
。 

        

宮城野の里  
小野ともみ 実行委員長 

ち

も

だ

ん

ず

創刊号 
① 委員長挨拶 

② 会場について 

③ I love 老福連 

④ おまけ♪ 

 

 

２１
・
老
福
連 

 

第
１１
回
職
員
研
究
交
流
集
会
実
行
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

広
報
担
当 

 

発
行 
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『
山
形
へ 

来
て
け
ら
っ
し
ゃ
い
！
』 

 
 

 
 

第
１１
回
職
員
研
究
交
流
集
会
の
会
場
見
学
を
実
施
し 

ま
し
た
。 

 
 

今
回
は
、
当
初
開
催
を
予
定
し
て
い
た
宮
城
県
仙
台
市

か
ら
、
お
隣
の
山
形
県
天
童
市
へ
会
場
を
移
し
、
天
童
温

泉
「
天
童
ホ
テ
ル
」
を
舞
台
に
全
体
会
・
分
科
会
を
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
今
回
は
交
流
会
も
同
会
場
で
行
い
ま
す
♪ 

 

例
年
同
様
、
各
地
の
地
酒
を
持
ち
よ
り
、
飲
ん
で
歌
っ
て 

い
っ
ぱ
い
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
！ 

２
日
間
と
い
う
熱
き
時
間
と
、
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
を

ぶ
つ
け
あ
い
、
皆
で
盛
り
上 

が
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

（
会
場
案
内
は
、「
ア
ク
セ
ス
」 

 

の
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
） 

           

            

『
老
福
連
の
絆
』 

 

 
 

さ
て
、
実
行
委
員
会
も
回
を
重
ね
、
徐
々
に
日
程
表

が
整
い
始
め
ま
し
た
。 

今
回
は
苦
渋
の
決
断
で
２
日
間
の
開
催
と
い
う
形
を

と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
体
会
で
は
、
東
日
本

大
震
災
の
状
況
や
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
全
国
の

会
員
の
皆
様
か
ら
の
支
援
に
感
謝
の
思
い
を
込
め
て
報

告
す
る
と
と
も
に
、『
平
穏
死
の
す
す
め
』
の
著
者
で
あ

る
石
飛
幸
三
先
生
の
講
演
に
よ
っ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ

で
も
あ
る
「
生
命
の
尊
厳
」
に
つ
い
て
一
緒
に
深
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

ま
た
、
最
終
日
に
は
、
関
西
の
若
い
人
た
ち
が
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
企
画
を
た
て
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

並
行
し
た
企
画
で
、
宮
城
の
被
災
地
に
入
り
、
粘
り
強

く
我
慢
も
強
い
「
東
北
」
の
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
そ

の
目
に
焼
き
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

と
い
う
こ
と
で
、
東
日
本
大
震
災
に
向
け
て
の
応
援

ソ
ン
グ
が
全
国
で
流
れ
て
い
る
中
か
ら
、
福
島
県
ゆ
か

り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
結
し
て
で
き
た
「
猪
苗
代
湖

ズ
」
が
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
素
直
に
表
現
し
て
い
る

歌
に
私
た
ち
も
思
い
を
の
せ
て
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

    
 

 

 

『
ず
ん
だ
も
ち
』
の
ヒ
ミ
ツ 

  
 

 

第
１１
回
職
員
研
究
交
流
集
会
の
ニ
ュ
ー
ス
名
を
、 

開
催
地
で
あ
る
宮
城
県
の
名
産
品
に
ち
な
ん
で
、
茹
で

枝
豆
を
潰
し
て
砂
糖
を
混
ぜ
た
ず
ん
だ
を
餅
に
ま
ぶ
し 

 
 

た
郷
土
菓
子
「
ず
ん
だ
も
ち
」
に
決
定
し
ま
し
た
。 

し
か
し
会
場
が
変
更
と
な
り
、
題
名
も
変
更
せ
ざ
る

を
得
な
い
か
と
検
討
し
た
結
果
、
ず
ん
だ
も
ち
は
南
東

北
（
宮
城
県
・
山
形
県
・
福
島
県
）
を
中
心
に
し
た
地

域
郷
土
菓
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
題
名
は
変
え
ず
に
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  
 

 

こ
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

    

に
は
、
ま
だ
名
前
が
あ
り 

 
 

ま
せ
ん
。
誰
か
名
づ
け 

 
 

親
に
な
っ
て
下
さ
い
！ 

 

I love you  baby 宮城・・ 

I need  you  baby 山形・・

I  want  you  baby 東北・・ 

東北が好き・・♪ 
I love you  baby 宮城・・ 

I need  you  baby 山形・・

東北が好き・・♪ 

（‘猪苗代湖ズ’が歌う詩にのせて…） 

 

 

 

 

どうぞ 

よろしく！ 

お
ま
け
の
コ
ー
ナ
ー 
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【１】 お申込方法のご案内

① 参加者は、申込書に必要事項を記入の上、９月５日（月）までに山新観光へＦＡＸまたは郵送にてお申込下さい。

② お申込受付後、１０月上旬頃より山新観光より、参加確認書（参加券・宿泊案内など）と請求書・振込依頼書をお送り

させて頂きます。

③ 費用振込みについて

郵送致しました請求書をご確認の上、１１月４日（金）までに指定の振込口座へお振込をお願い致します。

【２】 ２１・老福連職員研究交流集会　参加費のご案内

【３】 宿泊・交通・交流会のご案内

≪ご宿泊≫　　宿泊ホテルは、以下の通りご用意しております。

★同室希望者の方がいらっしゃる場合は、参加申込書該当欄にご記入をお願い致します。

★その他、特段の事情がない限り、部屋割りについてはご一任ください。

≪交流会≫　　会場は、天童ホテル内になります

【４】 昼食弁当のご案内

分科会会場にて希望者にお弁当をご手配致します。ご希望の方は、申込書にご記入下さい。

【５】 変更・取消についてのご案内

お客様のご都合で予約を取消された場合、下記の取消料が必要となりますので、ご注意下さい。変更・取消の場合は

必ずＦＡＸ又は郵送でご連絡下さい。

また、変更・取消後の返金については、本会終了後速やかに行ないますので予めご了承下さい。

★お申込み後の変更・取消は、必ずＦＡＸ又は郵送でお願いします。

★上記取消料ならびに郵送料の実費を差し引いて、大会終了後に精算致します。

★変更・取消などによるご精算は、大会終了後に指定の口座へお振込致します。

（事務手続き上、多少お時間を頂戴しますので、予めご了承下さい）

★大会当日のご返金は致しませんので、ご了承下さい。

【６】 申込・お問い合わせ先

山新観光株式会社　空港営業所　担当：柴山・平向　【営業時間 ： 月～金曜日 10:00～17:00、土・日・祝日休み】

〒９９９-３７７６　東根市大字羽入　山形空港ビル内

ＴＥＬ：０２３７-４７-２００４ ＦＡＸ：０２３７-４７-２１７０

天童ホテルに宿泊せず交流会のみ参加の方　：　10,000円

\17,000

和室

１泊２食付、税サ込

内容

１泊２食付、交流会費込、税サ込

\14,500

\10,000

２１・老福連 第１１回職員研究交流集会 in 山形　～参加・宿泊等のご案内～

ご参加期間 １日間 ２日間 ３日間（OP企画込）

　お申込締切日　：　2011年　9月5日（月）

取消日

金額 \5,000 \8,000

11/12

天童ホテル

天童ホテル

11/13

ご利用日 ホテル名

集会参加費 宿泊取消料 弁当取消料

無料

懇親会取消料

無料

　集会申込後 100% 無料 無料

　21日目にあたる日以前の解除 100% 無料 無料

無料

　7日目にあたる日以降の解除 100% 20% 無料 無料

  20日目にあたる日以降の解除 100% 10% 無料

100% 100% 100%

　旅行開始日の前日の解除 100% 50% 50%

100%

天道ホテルに宿泊する方　：　11/12の宿泊費用に含まれます

　11/13（日）　昼食　（　お弁当　）　1,000円

　旅行開始後の解除　又は　無連絡不参加 100% 100% 100%

50%

　旅行開始日の当日の解除 100%
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報
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こ
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集
会

の
目
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に

使
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記
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書
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要
事
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郵
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に
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載
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記
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座

長
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記

録
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言
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望

分
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会
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役

割
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欄
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記
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さ

い
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付
け

下
さ

い
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記

入
漏

れ
の

場
合

は
、

可
能
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さ
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ま
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希
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あ
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